
  
第４学年  算数科学習指導案 

                          
１ 単元名 面積 
 
２ 指導の立場 
 本単元の構成と「学習指導要領」との関連は，次のようである。 
＜B（１）面積の単位と測定＞ 
（１）  面積について単位と測定の意味を理解し，面積を計算によって求めることができるようにす

る。 
  ア 面積の単位（平方センチメートル（㎠），平方メートル（㎡），平方キロメートル（㎢））につ

いて知ること。 
  イ 正方形及び，長方形の面積の求め方を考えること。 
 〔算数的活動〕 
   イ 長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を，具体物を用いたり，言葉，数，式，図を用い

たりして考え，説明する活動 
   ウ 身の回りにあるものの面積を実際に測定する活動 
  
３年生までに，長さ，かさ，重さについては，普遍単位の意味とそれらを用いた測定を学習してきて

いる。 
 そこで，本単元では，面積についての単位と測定の意味を理解し，正方形及び長方形の面積の求め方
について考えていく。長方形や正方形の面積は，単位面積１㎠の正方形のいくつ分かで表すことを理解
し，縦の長さ×横の長さで求めることができること，複合図形の面積は求積できる図形で分割して考え
ることなどを図や式，言葉で説明できるようにしていきたい。 
 
３ 研究内容にかかわって 
  
 

 
 
 

 
（１）単位時間で付けるべき力に応じた指導過程の工夫 

     本時は，TTの学習形式でのぞみ，仲間と考え合うことを通して「思考力・判断力・表現力を
育む②の時間」をねらう。児童によって図・式・言葉など解決方法や表現力は様々であるが，一
人学びの場面では例として示された３通りの方法ができなくても，仲間同士の話し合いを通して
自分に足りないところを学び，「なるほど」と理解させたい。そのために，自分の考えをノート
に書いたら，友だちにどんどん説明し「同じ考えなのか・違う考えなのか」をはっきりさせるよ
うな自由交流の場を設ける。また，友だちの説明を聞いて納得できたら，そのやり方で自分も解
いてみることもできるとよい。「たす・ひく」の２種類の考えを明確にしてから、深めの発問と
して，すべての考えに共通する点を見つけさせる。 

 
（２）「知りたい・やってみたい」と意欲を引き出す導入の工夫 

     単元の導入では，ICT機器を活用して校舎の敷地面積は，どれぐらいの広さなのかが求められ
ることを提示して学習に入りる。本時は，今までに学んだ正方形や長方形の面積の公式を活用す
れば解けることから，まず凹みのない形の長方形を提示し，その後凹みのある複合図形を見せる
ことにより，違いをはっきりさせて課題を設定していく。見通しのもてない児童も意見交流から
ある程度の方向が分かるよう見通しをもたせたい。 
算数コーナーには，正方形と長方形の面積の公式や単位などを掲示する。 

 
（３） 個に応じた指導・援助の工夫 
    課題追求の場面においては，複合図形を長方形や正方形に分割することによって既習の面積の

公式が使えそうだという見通しをもって課題解決できるようにする。そのためにも面積の公式の
意味をしっかり理解し，前時までに使えるようにさせておく。T２は、複合図形を長方形に分割
するなどの見方ができない児童には，図形の中に長方形が２つあることを補助線を引くなどして
見つけさせる。 

    全体で話し合う場面では，T１は図・式・言葉が結びつくような説明のしかたを指導していき
たい。必要に応じて「この５×６の意味は？」のように発問を交え支援していく必要がある。 

    ここでは，どの方法がよいということは決められない。既習を活用して解けるよさやいろいろ
な考え方で説明できるおもしろさを味わわせ，図や式，言葉を用いて考える態度を育成すること
が大切だと考えた。 

 

４‐１ 

一人一人が主体的に学ぶ児童の育成 
～算数科の授業を通して「わかった・できた」と言える子を目指して～ 



５ 本時のねらい 

 複合図形を長方形や正方形に分割したり，全体から欠けている部分を引いて考えたりする活動を通し

て，長方形や正方形を見い出せば既習の公式が使えると考えることができるとともに，その面積の求め

方を図や式，言葉を用いて説明することができる。 
 
６ 本時の展開                          （５／１１） 

 学 習 活 動 指導・援助（☆人権教育の観点） 
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１ 既習内容を確かめる。 

正方形や長方形の面積を求める公式を確認する。 
２ 問題を提示して，内容を把握する。 

 

 

 

・今までの長方形や正方形と違う。 
・2つの長方形がくっついているみたいだ。 
・小さい長方形が余分だ。 
３ 課題を生み出す。 

 
 

・線を引いて，２つの長方形に分ければできそうだ。 
・欠けている部分の面積がわかればできそうだ。 
４ 自分の考えをもち，考えを交流する。 

（ア）縦に線を引いて，それぞれの長方形の面積を求め、そ

れをたす方法。 
（イ）横の線を引いて，それぞれの長方形の面積を求め、そ

れをたす方法。 

（ウ）大きい長方形から，小さい長方形の面積をひく方法。 

５ 全体交流をする。 

（ア）たす     （イ）たす     （ウ）ひく 

 

  

 

（ア）１２×６＋７×４＝１００ （ウ）１２×１０－５×４＝１００ 

      （イ）５×６＋７×１０＝１００ 

◎面積を求めるためのポイントを見つける。 
・「たす」「ひく」と求め方は違っていても、共通する考え方

は何だろう。 
６ 学習のまとめをする。 

のような形でも，学習した形（長方形や正方形）をもと

にして考えれば，面積を求めることができる。 
７ 評価問題を解く。 

ｐ１４２の４ 

・前時までの問題と違い，そのま

までは面積の公式を使うことが

できないことに気づかせ，課題

意識を持たせる。 
・算数コーナー 
 長方形・正方形の面積の公式 
・全員が見通しをもてたところで

個人追求に入る。 
＜個に応じた指導・援助＞ 
T２．長方形に分割できない児童に
は図に補助線を引いて，図形の

中に長方形を２つあることをみ

つけさせる。 
T２．自分の考えがもてない児童に
は，ヒントコーナーで線を引い

たプリントや考える順番の話を

聞く。  
T１．式は書けるが説明のできない
児童には、「たす」「ひく」の考

えなのかをはっきりさせ，図を

活用して「まず・次に・だから」

などの言葉を使って説明させ

る。 
T１．式・言葉などがかけている児
童には，図と式と言葉をつない

で説明させる。 
☆長方形や正方形の求積方法を活

用すれば課題解決できるという

見通しを持って，確かな根拠に

基づき筋道立てて考えていく能

力。（認識力） 
・考えがもてたら大切な言葉を使

って自由に交流をする。 
・１つの方法で求めたら他の方法

でも考えられないか援助する。 
・交流会では，図と式を対応させ

ながら，式の意味が明確になる

ようにする。 

<評価規準> 
複合図形の求積方法を図や式，

言葉を用いて説明している。考 
（ノート・発表等） 

 
４‐４ 

でこぼこ形の面積の求め方を考えて，説明しよう。 



 



４ 単元指導計画                  単元名 第４学年「面積」（１０・１１月） 全１１時間 
＜既習の内容との関連と、本単元の評価規準の設定＞ 

【前単元までに身に付けてきた内容】   【本単元の評価規準の設定】                                            【今後の学習へのつながり】 
 
 
 
 
 

 
 

 
＜単元指導計画＞       （授業展開 ①知識・技能を習得すること，定着を図ること  ②知識・技能を活用し，思考力・判断力・表現力等を育むこと を表す） 

小単元 １．広さの表し方 ２.長方形と正方形の面積 
時 １ ２ ３ ４ ５ （本時） 

ねらい 

図形の広さがまわりの長さでは比べら
れないことに気付き，まわりの長さは広
さとは関係がなさそうだという見通しを
もって，広さの比べ方を考える。また，
１㎠の正方形のいくつ分かで面積を表す
よさを理解することができる。 

 方眼上に示された形の面積が何㎠にな
るかを説明することができる。また，１
㎠は１辺が１cm の正方形と等しい面積
であることを理解させ，いろいろな図形
を作図することができる。 

 長方形や正方形の面積を計算で求める
方法を理解し，それらを求積公式にまと
め，適用することができる。また，「公式」
という用語を知り，その公式の言葉の意味
を理解することができる。 

 長方形の求積公式を使えば，縦 
の長さが求められそうだというこ
とに気づかせ，長方形の面積と一
方の辺の長さから，もう一方の辺
の長さを求めることができる。 

複合図形を長方形や正方形に分割したり，
全体から欠けている部分を引いて考えたり
する活動を通して，長方形や正方形を見い出
せば既習の公式が使えると考えることがで
きるとともに，その面積の求め方を図や式，
言葉を用いて説明することができる。 

 
評価規準 

(終末の姿) 

 広さも数値化できることや、
「面積」の用語、概念、表し方を
理解している。（知識・理解） 

決められた面積になるような図形をい
ろいろと作図できる。（技能） 

長方形や正方形の面積は辺の長さを用
いて計算で求められることを考えている。          
         （数学的な考え方） 

長方形の求積公式を用いて，長
方形の面積と一方の辺の長さか
ら，もう一方の辺の長さを求める
ことができる。（技能） 

複合図形の求積方法を図や式，言葉を用
いて説明している。 

 （数学的な考え方） 

授業展開 ① ① ② ①     ② 
主な 

つまずき 
・１c㎡の単位正方形のいくつ分
で図形の面積を捉えることが
できない。 

・図形を変形させて，1 ㎠の単位正方形
をもとにした形づくりができない。 

 

・長方形の中に 1㎠の単位正方形を敷きつ
めていくことができない。 

・公式に□をあてはめた後，□を
求める式にすることができな
い。 

・複合図形を長方形に分割するなど
の見方ができない。 

指
導
の
ポ
イ
ン
ト 

１ 単元の導入  
・本単元の学習の意欲化を図るために，
生活と結び付けた問題を提示する。 
２ 問題づかみ 
・教科書 P.134，135の図形を提示する。 
・どの花壇も 20個のレンガで作
られているので、花壇の周りの
長さは変わらない。 
・教科書 P.135問題 1を読む。  
２ 課題づくり 
 
 
 
３ 一人学び 
・2つの図形をそれぞれ１c㎡の単位
正方形にわけ、その数を数える。 
４ 仲間学び 
・各自の方法を話し合う。 
・りんご問題を取り組む。 
５ まとめ 
 
 
 
６ 評価問題 
・P．137鉛筆問題１，２ 
７ 練習問題 
・チャレンジ問題に取り組む。 

１ 問題づかみ 
・教科書 P．138の問題 2を読む。 
２ 課題づくり 
 
 
３ 一人学び 
・1 ㎠の単位正方形を対角線で 2 つに分
けた三角形の 2個分になるため，1㎠。 

４ 仲間学び 
・実際に切った形を使って等積変形を説
明する。 

・それぞれの考え方を実物投影機など活
用し説明し合う。 

５ まとめ 
 
 
 
６ 評価問題 
・教科書 P．138 鉛筆問題 4 
７ 練習問題 
・教科書Ｐ237 レッツトライ２に取り組
む。  

１ 問題づかみ 
・教科書 P．139の問題１を読む。 
・予想を立て，調べ方を考える。 
２ 課題づくり 
 
 
 
 
３ 一人学び 
・1㎠の単位正方形を敷きつめて，その個   
数を求める式を書き，計算して面積を求
める。 

４ 仲間学び 
・長方形の面積を計算で求めるには，縦と
横の辺の長さを測り，その数をかければ
よいことをグループで交流する。 
・りんご問題を取り組む。 
５ まとめ 
 
 
 
 
６ 評価問題 
・教科書 P．140鉛筆問題１ 
 

１ 問題づかみ 
・教科書 P．141の問題２を読む。 
・ＩＣＴを活用して提示。 
 
 
 
２ 一人学び 
・長方形の求積公式を使えば，縦 
の長さが求められそうだという
ことに気づかせる。 
３ 仲間学び 
・縦の長さを□として，面積を求める
公式に当てはめて考えると， 

 □×８＝５６ 
 □＝５６÷８ 
 □＝７      ７cm 
・りんご問題を取り組む。 
４ まとめ 
 
 
 
５ 評価問題 
・教科書 P．141鉛筆問題３ 
６ 練習問題 
・教科書Ｐ．237 レッツトライ４
に取り組む。 

１ 問題づかみ 
・教科書Ｐ．141 の問題３を読む。 
２ 課題づくり 
 
 
 
３ 一人学び 
（ア）たての線を引いて，二つの長
方形に分ける。 
（イ）横に線を引いて，二つの長方
形に分ける。 
（ウ）全体から，欠けている部分を
引く。 
４ 仲間学び 
・各自，考えた方法を説明し合う。 
５ まとめ 
 
 
 

６ 評価問題 

・教科書 P．142鉛筆問題 4 
 

留意点 
・つまずき
への対応 

・3つの角に赤，青，黒の 3色で
分けて、この色分けを手がかり
に 3つの角の和を考える。 

・簡単な，等積変形の図で，動かすこと
で１㎠のかたまりになることを教え
る。 

・方眼紙に長方形をかいて考えさせる。 ・求積公式をもとに，縦の長さを□cm
として式化させる。 

・文章問題を図にかいてイメージをも
たせる。 

・図形の中に長方形が 2つあることを教
え，見つけさせる。 

・言葉の式から 2つの長方形の面積の和
や差を表せるようにする。 

 

算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能 数量や図形についての 
知識・理解 

・面積の大きさを数値化する
ことのよさに気付いてい
る。 
・長方形や正方形の面積の公
式を導きだそうとしてい
る。 

・長方形や正方
形の面積の求
め方を考えて
いる。 
 

・長方形や正方形の面積を公式
で用いて求めることができ
る。 

 

・面積の単位（㎠ ㎡ ㎢ ａ ha）と測定の意味について
理解している。 

・必要な部分の長さを用いることで、長方形や正方形の
面積は計算によって求めることができることを理解
している。 

・１㎡がどれくらいの面積なのかをみの回りのものの面
積をもとにして捉えるなど面積の大きさについての
豊かな感覚をもっている。  

・大きさを直接比較したり間接比較したり
できる。（小１） 
・長さの単位の意味とそれらを用いた測定
ができる。 

・小 4「三角形と四角形」 
・小５「体積」 
・小５「四角形と三角形の面積」 
・小６「角柱と円柱の体積」 
・中１「平面図形・空間図形」 
 

○かの長方形と○きの正方形ではどちらが

どれだけ広いか考えてみよう。 

色のついた部分の面積は，何㎠でしょう。
長方形の面積を，計算で求める方法を考え

よう。 

面積が分かっているときの辺の

長さを求めよう。 
でこぼこ形の面積の求め方を考えて，説

明しよう。 

・「面積」「１平方センチメートル」「１
c ㎡」の意味や書き方、読み方１c ㎡
は面積の単位である。 
 

面積は，長方形や正方形でなくても，
1㎠のいくつ分で表せる。 

長方形の面積＝たて×横 
正方形の面積＝1辺×1辺 
「公式」の用語 

面積の公式を使えば，辺の長さも
見つけられる。 

  のような形でも，学習した形（長

方形や正方形）をもとにして考えれ

ば，面積を求めることができる。 

４
‐
２

 



 
 

 
     

小単元 ２. 長方形と正方形の面積 ３.大きな面積の単位 まとめの練習 
時 ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

主な 
学習内容 

 「㎠」で広さをとらえてい
く中で，数値が大きくなり，
広さがとらえにくくなること
から，より大きな単位の必要
性に気づかせ、「㎡」の意味と
大きさを理解することができ
る。 

 「㎡」と「㎠」の関係を理解し，
縦と横で長さの単位が異なる長方形
の面積を求めることができる。また，
身のまわりのいろいろなところの面
積を求める。 

 「㎡」で広さをとらえていく中
で，数値大きくなり，広さがとら
えにくくなることから，より大き
な単位の必要性に気づかせ、「㎢」
の意味と大きさを理解することが
できる。 

面積の単位「a」，「ha」を知り，
その意味と大きさを理解する。ま
た，「a」，「ha」を単位として表
すと畑の大きさがよりとらえや
すくなることに気づき，広さを求
めることができる。 

 面積の単位の関係を，正方
形の辺の長さに着目して整理
することができる。 

 基本的な学習内容を理解
しているか確認し，それに
習熟する。 

 
評価規準 

(終末の姿) 
 
 

広いところの面積を表す場
面で「㎡」を単位としたとき
のよさに気づき，進んで用い
ようとしている。    

 （関心・意欲・態度） 

単位「㎡」と既習の単位「㎠」との
関係を理解している。また面積を計算
によって求めるためには，長さの単位
をそろえる必要があることを理解し
ている。 
         （知識・理解）

単位「㎢」の意味と，既習の単
位「㎡」との関係を理解している。 

（知識・理解） 

 「a」，「ha」で表された面積を「㎡」
を用いて表すことで，その広さを理解
している。     

  （知識・理解） 

いろいろな面積の単位どうしの
関係を正方形の辺の長さに着目し
て考えている。    

（知識・理解） 

面積の意味や求積公式を
もとに，面積を求めること
ができる。             

（技能） 

授業展開 ② ① ① ① ①  ① 

主な 
つまずき 

・筆算において，部分積の位
を揃えることができない。 
・計算の仕方を上手く説明で
きない。 

・1㎡を㎠に単位変換することができ
ない。 

・面積の大きさの見当を付けるこ
とができない。 

・1 aや 1 haを㎡に表すことが
できない。 

・つまずきがみられる。 ・既習事項を使って，問題
を解くことができない。 

指
導
の
ポ
イ
ン
ト 

１ 問題づかみ 
・教科書 P.143問題 1を読む。  
２ 課題づくり 
 
 
 
３ 一人学び 
・長方形の面積を求める公式
を使って，面積を求める。 
・調べる物を決め，面積の見
当を付ける。 
・面積を求め，自分の見当と
照らし合わせる。 
４ 仲間学び 
・調べた物を発表し合う。 
・りんご問題に取り組む 
５ まとめ 
 
 
 
 
６ 評価問題 
・教科書 P．143鉛筆問題１ 
 

 

  

１ 「1 平方メートル」「1 ㎡」の用
語，定義を知る。 

２ 問題 
・教科書 P．144鉛筆問題 2 
・縦の長さと横の長さの単位が揃っ
ていないことに着目させる。 

 2m＝200cm  
90×200＝180000㎠ 

３ 問題づかみ 
・教科書 P．144の問題 3を読む。 
４ 課題づくり 
 
 
 
５ 一人学び 
・これまでに使ってきた単位で面積
を求める。 

・身の回りにあるものの面積を予想
し，調べる。 

６ 仲間学び 
・グループで活動させ，教室の面積
など，大きな面積を調べる。 

７ まとめ 
 
 
 
８ 評価問題 
・先生問題を行う。 
９ 練習問題 
・教科書 P．238 ６を取り組む 
 

１ 問題づかみ 
・教科書 P．145の問題 4を読む。 
２ 課題づくり 
 
 
３ 一人学び 
・これまでに使ってきた単位で面積を
求める。  
5km=5000m，8km=8000m 
5000×8000＝40000000㎡ 

４ 町や県のような大きい面積は，1辺が
1km の正方形の面積を単位として表すこ
とを知る。 
「1平方キロメートル」「1㎢」 

５ まとめ  
 
 
 
６ 仲間学び 
・教科書 P．145問題５に取り組む。
・1辺が 1km＝1000m 
 1000m×1000m＝1000000㎡ 
 1km×1km＝1㎢ 
 1㎢＝1000000㎡ 
７ 評価問題 
・教科書 P．145鉛筆問題３ 
８ 練習問題 
・教科書Ｐ．238 レッツトライ７を
取り組む。 

 

１ 問題づかみ 
・教科書 P．146の問題６を読む。 
２ 課題づくり 
 
 
３ 一人学び 
・畑の面積 
 30×20＝600   600㎡ 
・牧場の面積 
 200×400＝80000 80000㎡ 
４ 1a，1ha の用語と定義を知
る。1a＝100㎡ 
                     1ha＝10000㎡ 
５ りんご問題 
・1ha は何 a か，図をもとに求
める。 
・計算で求める。 
 1ha＝10000㎡ 
 1a＝100㎡ 
 10000÷100＝100 
 1haは 1aの 100こ分 
 1ha＝100a 
６ まとめ 
 
 
 
７ 評価問題 
・先生問題を行う。 
８ 練習問題 
・問題プリントを取り組む。 
 

１ 問題づかみ 
・教科書Ｐ．147 の 8 を読む 
２ 課題づくり 
 
 
 
 
３ 一人学び 
・それぞれの１辺の長さと面
積を表にする。 
・辺の長さが 10 倍になった
時の面積に変化を見つけ
る。 

４ まとめ 
 
 
 
５ 評価問題 
・問題プリントを取り組む。 

 
 
 
 
１ 練習 
・教科書 P．148～の 
まとめの練習に取り組む。

・問題が解けない，分からな
い場合は，各自で先生の下
でヒントをもらいながら
進める。 

・レッツトライ 
 教科書 P．238 10 1，2 
 

留意点 
・つまずき
への対応 

・たて，横はどちらでもよい
ことを助言する。 
・cm単位に四捨五入させる。 

・実際の１㎡の大きさを用意して，
面積の見当を付けるように助言す
る。 

・1㎢＝1000 ㎡とならないように，
1辺の長さをｍに変換して計算す
るように助言する。 

・長方形の図に，1a，1ha を書
き込み，いくつ分かを視覚的に
も理解できるようにする。 

・掲示やノートを見て、振り
返り、個別の指導や実態に
応じてヒントカードを配布
する。 

・学習内容の定着が十分で
ない児童を集めて，単元
の学習を振り返りながら
学習を進めるなど個に応
じた指導・援助を行う。 

 

教室の面積を求めましょう。 
 

身の回りにあるものや，いろいろな
ものの面積を調べましょう。 

この町の面積を求めましょう。 畑や牧場の面積を求めましょう。 大きな面積の単位の関係を

表にまとめましょう。 

たてと横の長さをみつけれ
ば，計算して面積を求めるこ
とができる。 
 

長さの単位をそろえれば，面積を求
められることができる。 

1㎡を 1㎠いくつ分かで表した同 
じ考え方を使えば，面積を求めら 
れる。 
 

1a＝100㎡，1ha＝10000 ㎡で表
す面積の単位がある。 

正方形の 1辺が 10倍になると，
面積は 100倍になる。 

面積の学習が理解できてい

るか確認しよう。 

４
‐
３

 



 
５ 本時のねらい いろいろな１あたりの大きさを求めることを通して，２つの異種の割合は,「単位量あ

たりの大きさ」を求めれば比べられることに気付き，それを活用して問題を解くことができる。 
６ 本時の展開 （どんどんコース）                       （３／５） 

 学 習 活 動 指導・援助（☆人権教育の観点） 

問
題
づ
か
み 

 
 

課
題
づ
く
り 

 
 
 
 
 
 
 

一
人
学
び 

 
 
 
 
 

仲
間
学
び 

 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

練
習 

１ 問題を読み，前時の学習内容を確かめる。   

 

 

 

・面積も重さも違うから，１㎡あたりのとれ高を求めればよ

さそうだな。 

２ 課題をつくる。 

 

 
 

 

３ 見通しをもつ。 

・１㎡あたりのとれ高を求めるのだな。 

・昨日のガソリンの問題では，走った道のり÷使用したガソ

リンの量で１Ｌあたりの道のりがでたから，畑からとれた

大根の重さを畑の面積でわればできそうだ。 

４ 自分の考えをもつ。 

 １㎡あたり何㎏かを求めればいいのだから， 

ひなさん…  ３１５÷６０＝５．２５  

はるきさん… ４６８÷９０＝５．２   

どちらの畑のほうがとれ高が多いかを聞かれていて，多い方

がとれ高が高いということだから，答えは５．２５㎏のひな

さんの方になる。      答え ひなさんの家の畑 
５ 全体交流する。 （グループ交流→全体交流） 
◎比べるためのポイントを話す。 
・面積や重さがそれぞれ違って比べられないときは，大根の

重さ÷畑の面積で１㎡あたりの量（単位量あたりの大き

さ）を求めれば二つを比べることができる。 

・グループ交流後，比べるためのポイントについてまとめた

ホワイトボードを黒板に貼り，数式と言葉の式の答え合わ

せをする。 
畑から取れた大根の重さ÷畑の面積＝１㎡あたりのとれ高 
 
人口密度やガソリン１Ｌあたりに走る道のり，１㎡あたり
のとれ高などを「単位量あたりの大きさ」という。 

６ 学習のまとめをする。 

 

 

７ 評価問題をする。 

 ・P120 鉛筆３を解く。 

 

 

 

単位量あたり（１本あたり）の値段を求めればいいから， 

９６０÷１２＝８０ 

４５０÷５＝９０ 答え 1 ダースで 960 円の鉛筆の方が安

い。 

８ ステージ１～４までの練習問題を解く。 

 ・ステージ１…類似問題（じゃがいものとれ高を求める問題） 
 ・ステージ２…１個あたりのりんごの値段を求める問題 
 ・ステージ３…こみぐあいを求める問題 
 ・ステージ４…自分で問題を作成する問題  

・前時までの学習内容を想起さ

せるため，これまでの学習内

容を掲示しておく。 
・教室の広さのいくつ分や１㎡

の広さを表した図で畑の広

さや㎡の広さのイメージが

もてるようにする。 
・前時との違いを問い，課題を

導く。 
・課題解決の見通しをもたせて

から一人学びに入る。（本時

求めることは，１㎡あたりの

とれ高であること，前時は１

㎢あたりの人口や１Ｌあた

りの走行距離を求めたとい

うことを使って立式できる

ようにする。） 
＜個に応じた指導・援助＞ 
・立式後にどうしてその式にな

ったのかを言葉の式で説明

できるようにするために，言

葉と式をつなげてノートに

整理できるようにする。言葉

の式にする際，どのように表

現すればよいのか分からず

つまずく児童には，前時のガ

ソリン１Ｌあたりの走行距

離を求めた，数式と言葉の式

をつないだものをヒントコ

ーナーに準備しておく。 
＜教えること＞ 
・「単位量あたりの大きさ」と

いう言葉の意味をおさえる。 
・鉛筆問題では，数値の低い方

を解答として選ぶことにな

るので，問われているのは

「安い方」であることをしっ

かりおさえる。 
 
 
 
 
 
 
☆数量や図形に関する概念や原

理・法則，簡潔に表現する方法

や量を測定する方法等の適切な

理解。（認識力） 
・ステージごとに身に付けさせ

たい技能を明確にしたプリ

ントを準備する。 
・児童の進度を把握できるよう

ネームプレートを使う。 
５‐５ 

面積や重さがそれぞれ違うとき，どちらの畑のほうがとれ

高がよいか比べよう。 

面積や重さがそれぞれ違うときは，１㎡あたりのとれ高
を比べればよい。 

 

ひなさんの家の畑は 60㎡で，315㎏の大根がとれました。 
はるきさんの家の畑は 90㎡で，468㎏の大根がとれました。 
 どちらの畑のほうがとれ高がよいといえるでしょう。 

＜評価基準＞ 
単位量あたりの大きさ

を求め，それを使って比べ

ることができる。技能 
（ノート・発言・練習問題） 

１ダースで９６０円のえん筆と、５本で４５０円のえん筆

では１本あたりのねだんはどちらが安いといえるでしょう。 


